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一
〇
〇
億
円
の
借
金(
県
債)

年

間
利
息
、
一
億
三
千
五
百
万
円
は

西
川
知
事
自
ら
が
毎
年
責
任
を
持

っ
て
負
担
し
て
は
い
か
が
か
。
県

民
に
負
担
を
強
い
る
な
ら
、
一
〇

〇
億
円
ぐ
ら
い
節
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
。
金
利
を
払
っ
て
ま

で
借
り
ず
に
、
補
助
金
減
額
な
ど

大
胆
な
削
減
も
で
き
よ
う
。 

人
口
八
〇
万
人
の
福
井
県
が
、

他
県
が
う
ら
や
む
原
発
か
ら
の
多

額
の
税
収
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
、

格
付
取
得
に
喜
ん
で
市
場
公
募
債

一
〇
〇
億
円
を
発
行
す
る
の
か
。

格
付
取
得
で
喜
ん
で
い
る
場
合
で

は
な
い
。 

県
が
八
五
五
七
億
円
、
九
市
八

町
が
三
五
〇
〇
億
円
の
地
方
債
残 

         

高
が
あ
り
、
そ
の
利
子
を
金
融
機

関
等
に
毎
年
二
〇
〇
億
円
支
払
っ

て
い
る
。
西
川
君
、
あ
な
た
は
将

来
の
福
井
県
民
を
思
う
な
ら
借
金

な
ど
こ
れ
以
上
す
る
な
。
毎
日
、

五
千
万
円
近
く
の
利
子
を
払
っ
て

銀
行
と
富
裕
層
に
渡
る
。 

県
民
の
貧
富
の
差
が
つ
く
ば
か

り
で
、
公
共
工
事
な
ど
の
投
資
に

ま
わ
っ
て
い
な
い
。 

人
口
が
増
え
な
い
の
に
借
金
を

し
、
後
世
に
莫
大
な
利
子
払
い
を

さ
せ
る
こ
と
は
許
す
べ
き
で
は
な

い
。
西
川
県
政
七
年
に
な
る
が
、

そ
の
間
に
借
金
が
一
三
〇
〇
億
円

増
え
、
現
在
八
五
五
七
億
円
と
な

っ
て
い
る
。
借
金
を
し
て
予
算
を

組
み
、
バ
ラ
マ
キ
政
治
は
誰
で
も 

      

  

で
き
る
。
平
成
二
一
年
度
の
予
算

書
に
よ
る
と
県
税
収
入
九
〇
六
億

円
に
八
八
三
億
円
の
新
た
な
借
金

を
し
、
借
金
の
利
子
一
四
八
億
円

(

税
収
の
一
六
％)

を
支
払
っ
て
い

る
現
状
を
直
視
せ
よ
。 

県
は
一
〇
〇
億
円
の
新
た
な
公

募
債
を
発
行
す
る
た
め
、
昨
年
一

一
月
、
知
事
自
ら
借
金
の
工
面
に

東
京
で｢

県
債
が
魅
力
あ
る
投
資

先
だ｣

と
機
関
投
資
家
向
け
の
説

明
会
を
開
催
。 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
に
あ
る

国
内
格
付
会
社
、
㈱
格
付
投
資
情

報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
信
用
度
Ａ
Ａ

の
格
付
に
喜
ん
で
い
る
の
は
馬
鹿

げ
た
話
だ
。
平
成
一
九
年
神
戸
市
、

静
岡
県
、
岡
山
県
、
二
〇
年
栃
木

県
、
徳
島
県
、
埼
玉
県
、
愛
知
県
、 

        二
一
年
奈
良
県
、
福
井
県
と
一
市

八
県
が
格
付
を
取
得
し
、
地
方
債

を
格
付
す
る
こ
と
で
発
行
が
円
滑

に
な
り
、
投
資
家
が
安
心
し
て
購 

                
ＡＡ＋ ＡＡ 

静岡県 
平成１９年９月６日取得 

神戸市 
平成１９年１月１０日取得 

栃木県 
平成２０年１０月１４日取得 

岡山県 
平成１９年１０月１７日取得 

埼玉県 
平成２０年１２月１１日取得 

徳島県 
平成２０年１０月２０日取得 

愛知県 
平成２０年１２月１９日取得 

奈良県 
平成２１年１０月２２日取得 

 福井県 
平成２１年１０月２６日取得 

出所：㈱格付投資情報センター※ＡＡ格付の定義＝「信用は極め 
て高く、優れた要素がある」 

 
 

０
９
年
県
内
原
発
総
発
電
量
８
０
０
億
kW
超
あ
り
、
全
国
の
総
発

電
量
の
約
30
％
を
占
め
、
１
５
０
億
円
以
上
の
県
内
原
発
に
よ
る

交
付
金
全
国
一
位
の
我
が
県
が
な
ぜ
、
全
国
八
番
目
に
市
場
公
募

債
を
発
行
し
、
借
金
す
る
？ 

西
川
知
事
の
経
営
手
腕
を
問
う
。 

 

PART One 

文
責:

嵯
峨 

十
郎 
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入
で
き
る
よ
う
〝
大
丈
夫
〟
と
い

う
言
わ
ば
お
墨
付
き
。 

高
価
な
恐
竜
を
ア
メ
リ
カ
か
ら

買
い
付
け
、
行
政
の
要
で
あ
る
総

務
部
長
に
自
治
省
出
身
で
総
務
省

か
ら
三
八
才
の
訳
の
わ
か
ら
ぬ
人

材
を
受
け
入
れ
起
用
。
地
産
地
消

が
叫
ば
れ
て
い
る
折
に
、
自
ら
の

執
筆
し
た
本
の
発
行
も
東
京
の
業 

                  

者
ま
か
せ
で
は
な
く
、
せ
め
て
印

刷
、
製
本
く
ら
い
は
県
内
企
業
に

任
せ
る
く
ら
い
の
人
情
が
あ
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
。 

毎
回
、
東
京
へ
、
東
京
へ
と
新

幹
線
で
の
陳
情
、
原
発
頼
り
の
県

政
。
デ
ー
ン
と
腰
を
据
え
ず
に
、

県
民
重
視
の
本
来
や
る
べ
き
事
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
な
い
か
。 

                 

い
か
。 

多
額
の
借
金
を
し
て
も
責
任
な

し
。
特
殊
法
人
の
ピ
ン
は
ね
、
公

費
を
使
っ
て
の
度
々
の
陳
情
に
よ

る
私
的
人
間
関
係
の
構
築
、
無
責

任
が
ま
か
り
通
る
税
シ
ス
テ
ム
に

は
問
題
が
あ
る
。
地
元
紙
、
地
元

テ
レ
ビ
局
が
、
政
治
家
と
県
・
市

町
に
媚
を
ふ
り
、
記
者
発
表
を
鵜

呑
み
に
し
て
い
る
の
も
い
た
だ
け 

 

な
い
。 

中
田
宏
横

浜
前
市
長
い

わ
く
、『
地
方

議
会
は
首
長

に
予
算
、
人

事
す
べ
て
の

権
限
が
あ
る
。

地
方
議
員
と

行
政
は
「
あ

れ
つ
く
れ
、

こ
れ
つ
く
れ
」

と
要
求
が
多

く
、
市
民
も

金
の
か
か
る

要
求
を
す
る
。

ま
た
、
国
の

主
導
で
、
国 

三
分
の
一
、
県
三
分
の
一
負
担
す

る
か
ら
道
路
や
箱
も
の
を
造
れ
と

指
導
さ
れ
る
』。
そ
の
中
で
、
中
田

市
長
は
借
金
一
兆
円
の
削
減
を
し

た
。
市
民
、
議
会
、
行
政
が
反
対

す
る
孤
独
の
中
、
負
の
遺
産
を
負

わ
せ
な
い
た
め
の
決
断
だ
っ
た
。 

福
井
県
は
約
二
〇
〇
億
円
を
無

利
子
で
銀
行
に
預
け
、
貸
し
渋
り

対
策
と
し
て
借
主
よ
り
利
子
を
取

り
業
績
を
上
げ
る
よ
う
銀
行
の
儲

け
に
加
担
し
て
い
る
が
、
借
主
の

中
小
零
細
企
業
は
金
利
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
果
た
し
て
、

経
済
効
果
が
あ
る
か
疑
問
だ
。 

ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
一
般
テ
レ

ビ
に
は
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
、

市
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取

材
し
ビ
デ
オ
な
ど
も
提
供
し
て
い

る
。
海
外
で
は
国
民
、
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
行
政
と
政
治
家
に
対

す
る
目
線
は
厳
し
い
。 

我
が
国
も
よ
う
や
く
事
業
仕
分

を
行
い
、
市
民
・
国
民
の
目
線
で

利
権
に
あ
や
か
り
媚
を
振
る
体
質

を
打
開
し
、
見
直
し
を
図
っ
て
い

る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
。 

(

レ
イ
ア
ウ
ト:

稲
井
亜
希
子) 
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２１年度末県債残高 ８,５５７億円 
一般会計 起債発行額 元金支 払  利子支 払  

平成 15年 ８８２億円 ５８５億円 １６１億円 

平成 16年 ８０１億円 ６９２億円 １５３億円 

平成 17年 ７７８億円 ６０８億円 １４４億円 

平成 18年 ７３９億円 ５６６億円 １４２億円 

平成 19年 ７１４億円 ５３３億円 １４３億円 

平成 20年 ７６１億円 ５３２億円 １４３億円 

平成 21年 ８８３億円 ５７６億円 １４８億円 
※数値は、四捨五入して記載。 

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての支出額の見込 
および当該年度以降の支出予定額 

当該年度提出分 
   

単位:千円 

事     項 
 21年度以降の 
 支出予定額 年間支払額 備   考 

期間 金 額 

ふくい健康の森 

管理運営事業費 

年度 
22～25 1,616,079  404,020  ふくい健康の森管理運営業務委

託 

児童科学館 

管理運営事業費 
22～25 1,312,808  328,202  児童科学館の管理運営業務委託 

福井県産業振興施設

(サンドーム福井) 

管理運営事業費 

22～25 223,784  55,946  福井県産業振興施設(サンドーム

福井)管理運営業務委託 

越前陶芸公園 

管理運営事業費 
22～25 415,981  103,995  越前陶芸公園の管理運営業務委

託 

福井県国際交流会館 

管理運営事業費 
22～25 404,000  101,000  福井県国際交流会館の管理運営

業務委託 

県立音楽堂 

管理運営事業費 
22～25 1,289,590  322,398  県立音楽堂の管理運営業務委託 

過年度議決にかかる分       

国営土地改良事業費 21～34 10,382,771  5,191,386  国営土地改良事業の建設費等を

負担する 

ビジネス支援センター

運営事業費 
21～22 181,574  90,787  ビジネス支援センターの運営業

務委託 

福井県中小企業産業大

学校管理運営事業費 
21～22 100,409  50,205  福井県中小企業産業大学校の管

理運営業務委託 

福井県産業情報センタ

ー管理運営事業費 
21～22 267,132  133,566  福井県産業情報センターの管理

運営業務委託 
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平成 21 年度当初予算案一般会計歳出 
単位：千円 

企画総務費 

地域振興基金積立金 500,000  
えちぜん鉄道基盤整備支援事業補助金 329,045  
えちぜん鉄道高架化支援事業補預金 

福武線設備更新特別支援事業補助金 

113,748  
212,000  

生活バス路線確保対策事業補助金 449,592  

計画調査費 

原子力発電施設等周辺地域給付金交付事業補助金 2,441,116  
地域活性化基金積立金 1,465,164  
原子力発電施設等周辺地域企業立地支援事業補助金 767,619  
電源地域振興補助金 1,426,212  
原子力発電施設等立地地域補助金 1,086,000  

賦課徴収費 個人県民税徴収取扱費市町交付金 1,397,513  

市町振興費 

核燃料税市町交付金 2,102,776  
市町村振興宝くじ交付金 580,000  
石油貯蔵施設立地対策等交付金 154,143  
市町振興プロジェクト支援事業補助金 150,000  

老人福祉費 
軽費老人ホーム事務費補助金 657,860  
老人福祉施設整備費補助金 247,500  

環境衛生指導費 産業廃棄物処理公社運営資金貸付金 429,869  

労政総務費 
ふるさと雇用再生特別基金事業補助金 500,000  
緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金 500,000  

農林水産費 

農業経営対策事業補助金 328,553  
中山間地域等直接支払交付金 285,036  
園芸振興総合対策事業補助金 325,994  
農地・水・環境保全向上対策事業補助金 277,050  
日野川用水地区かんがい排水事業負担金 1,870,292  
九頭竜川下流地区かんがい排水事業負担金 2,640,630  
森林整備地域活動支援交付金 186,750  
森林整備地域活動支援基金積立金 125,466  
全国植樹祭実行委員会負担金 365,500  
分収林整備事業貸付金 1,064,378  

商業振興費 小規模事業経営支援事業補助金 1,109,277  

工鉱業総務費 

企業立地促進資金貸付基金積立金 4,939,710  
企業立地促進資金貸付金 4,905,717  
企業立地促進補助金 2,010,000  
誘致企業支援補助金 245,992  
産業団地整備事業補助金 454,200  

土 木 費 

土地開発公社貸付金 4,077,877  
有料道路運営資金貸付金 2,190,000  
国直轄道路事業負担金 5,920,000  
国直轄砂防事業負担金 99,000  
国直轄海岸保全事業負担金 450,000  
港湾整備事業特別会計へ繰出 1,104,321  
国直轄港湾事業負担金 549,250  
下水道事業特別会計へ繰出 507,671  
住宅供給公社事業資金無利子貸付金 1,573,267  

教 育 費 公立大学法人福井県立大学運営費交付金 2,566,886  
県債利子 県債利子公債管理特別会計へ繰出 14,718,894  
合   計   70,401,868  

 

１
億
円
を
超
え
る
事
業
の
見
直
し
と
ム
ダ
に
よ
る
予
算
削
減
で
起
債
減
額
措
置
を
！ 
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西
川
一
誠
知
事
は
、
前
栗
田
知

事
に
請
わ
れ
、
平
成
七
年
一
〇
月

福
井
県
副
知
事
に
就
任
し
た
。 

平
成
六
年
四
月
か
ら
九
年
一
二

月
ま
で
の
間
に
繰
り
返
し
行
わ
れ

て
い
た
福
井
県
の
カ
ラ
出
張
。
公

務
遂
行
上
の
経
費
に
充
て
た
と
認

め
ら
れ
る
も
の
が
一
四
億
七
三
四

九
万
五
〇
〇
〇
円
、
私
的
な
飲
食

や
流
用
先
不
明
の
不
適
切
な
支
出

が
四
億
三
〇
一
七
万
一
〇
〇
〇
円
、

総
額
約
二
一
億
六
〇
〇
〇
万
円
あ

っ
た
。 

旅
費
額
だ
け
で
み
て
も
、
人
口

規
模
か
ら
す
る
と
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
不
正
な
公
金
流
用
だ
。 

平
成
一
〇
年
、
西
川
知
事
を
含

む
管
理
職
を
中
心
に
飲
食
な
ど
に 

         

流
用
し
た
「
不
適
切
な
支
出
」
の

約
四
億
六
八
〇
〇
万
円
が
返
還
、

五
八
八
人
が
処
分
さ
れ
た
。
一
方
、

全
体
の
八
割
近
い
約
一
七
億
円
は
、

公
務
遂
行
上
の
経
費
を
理
由
に
返

還
対
象
と
し
な
か
っ
た
。 

当
時
、
調
査
の
中
心
で
あ
っ
た

林
田
恒
正
総
務
部
長
は
、
平
成
一

一
年
に
退
任
し
、
旧
丸
岡
町
長
に

就
い
た
。
内
部
調
査
に
あ
た
っ
た

岡
崎
長
俊
監
査
委
員
事
務
局
長
は
、

退
職
後
旧
三
国
町
収
入
役
、
助
役

を
歴
任
し
た
。
梅
田
幸
重
人
事
課

長
は
政
策
審
議
監
、
福
祉
環
境
部

長
と
累
進
。
現
在
の
知
事
の
側
近

で
元
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
長
で
あ
り
、

現
在
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
る
総
合
政

策
部
の
森
近
悦
治
部
長
な
ど
は
、 

         

 

当
時
の
カ
ラ
出
張
の
裏
金
で
、
片

町
界
隈
を
大
手
を
振
っ
て
毎
夜
飲

み
歩
い
て
い
た
姿
を
本
誌
編
集
者

が
目
撃
し
て
い
る
。
現
在
の
旭
伸

昭
副
知
事
、
東
村
新
一
福
井
市
長
、

広
部
正
紘
教
育
長
も
同
罪
で
は
な

い
か
。 

    

昨
年
一
一
月
、
会
計
検
査
院
か

ら
の
不
正
支
出
指
摘
で
県
独
自
の

調
査
を
合
わ
せ
た
結
果
、
約
四
億

八
三
〇
〇
万
円
の
不
正
経
理
が
発

覚
し
た
。 

今
回
の
不
正
経
理
、
四
億
八
三

〇
〇
万
円
は
、
平
成
一
五
年
四
月 

         〇
〇
万
円
は
、
平
成
一
五
年
四
月

か
ら
平
成
二
一
年
八
月
ま
で
の
間

に
架
空
発
注
で
業
者
に
現
金
を
プ

ー
ル
す
る
な
ど
悪
質
、
私
的
流
用

な
も
の
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
が
、
公
金
を
買
っ
て
も
い
な

い
の
に
、
買
っ
た
よ
う
に
み
せ
か

け
て
業
者
に
現
金
を
プ
ー
ル
。
後

で
不
正
な
支
出
を
す
る
な
ど
し
て
、

八
月
末
現
在
で
一
四
の
業
者
に
約

三
〇
〇
〇
万
円
の
現
金
を
残
し
て

い
た
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
公

務
員
法
に
完
全
に
違
反
し
て
い
る
。 

私
的
流
用
は
な
い
と
言
う
が
、

内
部
的
調
査
で
は
氷
山
の
一
角
と

み
る
。
会
食
や
宴
会
費
用
に
充
て

て
い
な
か
っ
た
か
疑
問
は
残
る
。

税
金
を
食
っ
て
極
楽
三
昧
。
ま
た
か
、
公
金
の
不
正
支
出
。
４
億

８
３
０
０
万
、
14
業
者
に
裏
金
を
プ
ー
ル
。
８
３
１
０
万
円
を

返
せ
ば
良
い
で
は
納
得
い
か
な
い
。
西
川
一
誠
知
事 

退
陣
せ

よ
！ 

副
知
事
当
時
、
３
年
間
で
21
億
円
、
全
庁
ぐ
る
み
の
裏

金
工
作
。
バ
カ
に
す
る
な
！ 

県
税
を
払
う
県
民
の
地
獄
の
苦
し

み
を
解
れ
。 

 

苦
い
教
訓
生
か
せ
ず 

不
正
の
温
床
温
存 

PART Two 
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礼
装
用
ネ
ク
タ
イ
や
数
珠
、
香
典

袋
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
ん
な
バ
カ

げ
た
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
で
は

借
金
が
増
え
て
も
仕
方
な
い
。｢

財

政
が
逼
迫
し
て
い
る
。
財
政
再

建
！｣
と
西
川
知
事
が
い
く
ら
叫

ん
で
も
、
県
民
に
は
届
か
な
い
。

西
川
知
事
が
不
正
経
理
を
報
告
す

る
会
見
は
余
り
に
も
冷
静
で
、
こ

と
の
重
大
さ
が
全
く
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。 

 

               

不
正
取
引
業
者
は｢

取
引
中
止｣

が
常
識
と
思
う
が
、
県
は｢

職
員
が 

頼
ん
だ
こ
と
な
の
で
で
き
な
い｣

と
い
う
。
業
者
を
取
引
中
止
に
す

る
と
、
今
回
以
上
の
不
正
が
業
者

か
ら
暴
露
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
い

る
た
め
と
し
か
思
え
な
い
。 

若
狭
町
は
昨
年
四
月
か
ら
七
月

に
か
け
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
に
勤

務
し
て
い
た
二
八
歳
の
男
性
職
員

が
、
住
民
が
納
め
た
税
金
四
四
万 

                

円
を
着
服
し
て
い
た
こ
と
を
公
表
。 

一
一
月
に
は
鯖
江
市
で
、
四
二

歳
の
収
納
課
課
長
補
佐
を
、
九
月 

二
八
日
付
け
で
停
職
一
ヶ
月
の
懲

戒
処
分
を
公
表
し
た
。
職
員
は
昨

年
か
ら
今
年
に
か
け
、
市
民
が
納

め
た
市
税
な
ど
約
二
五
六
万
円
を

着
服
し
て
い
た
。
牧
野
市
長
は
「
将

来
を
考
え
て
公
表
を
控
え
た
が
、

市
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

不
適
切
だ
っ
た
」
と
謝
罪
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

若
狭
町
、

鯖
江
市
と
も

に
職
員
名
は

公
表
せ
ず
、

鯖
江
市
で
は

公
表
が
二
ヶ

月
も
遅
れ
た

と
い
う
対
応

で
、
二
度
と

起
こ
ら
な
い

よ
う
刑
事
告

発
は
と
も
か

く
公
金
を
報

酬
と
し
て
貰

っ
て
い
た
公

務
員
だ
か
ら 

こ
そ
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
態

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
当
然
名
前
の

公
表
は
す
べ
き
で
あ
る
。 

神
奈
川
県
は
不
正
経
理
が
発
覚

す
る
と
外
部
の
第
三
者
機
関
に
よ

り
徹
底
的
に
事
実
を
解
明
し
、
昨

年
一
二
月
に
政
策
部
職
員
三
人
を

松
沢
成
文
知
事
自
ら
が
刑
法
第
二

四
六
条
第
一
項
詐
欺
罪
で
告
訴
。 

同
じ
く
、
千
葉
県
で
は｢

森
田
県

政
は
、
こ
う
し
た
不
正
は
決
し
て

許
さ
な
い｣

と
森
田
健
作
知
事
が

怒
り
を
露
わ
に
し
た
。 

千
葉
県
議
会
は
全
員
協
議
会
を

開
き
、
県
は
約
九
億
円
の
返
還
を

求
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
三

人
を
業
務
上
横
領
な
ど
で
刑
事
告

発
。
こ
の
三
人
を
含
む
計
四
人
を

懲
戒
免
職
処
分
に
す
る
と
と
も
に
、

歴
代
管
理
監
督
者
を
減
給
処
分
と

し
た
。
堂
本
暁
子
前
知
事
に
も
管

理
監
督
責
任
を
問
い
、
一
〇
〇
〇

万
円
を
返
還
要
求
。 

金
額
の
大
小
の
問
題
で
は
な
い
。

浄
財
は
一
円
た
り
と
も
県
民
の
血

税
で
あ
り
、
不
正
な
ど
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。 

昨年 11月不正経理が明らかになった記者会見 

平成 10年２月 24日付福井新聞 
記者会見する林田総務部長 

H６年 H７年 H８年 
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福
井
県
は
、
八
三
一
〇
万
円
を

職
員
と
退
職
者
が
分
担
し
県
に
返

還
す
る
ら
し
い
が
、
公
金
の
流
用

は
横
領
に
匹
敵
す
る
。
こ
の
際
、

職
員
の
削
減
の
た
め
に
も
責
任
を

明
確
に
し
、
退
職
願
を
受
理
し
た

上
で
、
停
職
六
か
月
ぐ
ら
い
の
処

分
を
担
当
し
た
職
員
を
懲
戒
処
分

し
て
、
一
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
退
職

者
を
出
す
強
い
姿
勢
が
な
い
と

｢

皆
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い｣

と
な
り
、

役
人
に
よ
る
公
金
流
用
に
歯
止
め

が
効
か
な
い
。 

県
は
取
引
業
者
と
の
取
引
停
止

処
分
や
職
員
に
厳
し
い
処
分
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
管
理
職
、
幹

部
職
員
、
知
事
ま
で
知
っ
て
い
た

か
ら
と
し
か
思
え
な
い
。
農
水
省

の
工
事
談
合
で
福
井
県
は
か
か
わ

っ
た
建
設
業
者
に
一
年
間
の
指
名

停
止
処
分
を
行
い
な
が
ら
、
公
金

を
預
か
っ
て
プ
ー
ル
し
た
業
者
を

な
ぜ
、
取
引
停
止
処
分
に
し
な
い

の
か
理
不
尽
に
他
な
ら
な
い
。 

西
川
知
事
は
減
給
一
〇
分
の
三
、

三
ヶ
月
を
一
二
月
議
会
に
提
出
。

旭
信
昭
副
知
事
、
広
部
正
紘
教
育

長
、
辻
岡
俊
三
監
査
委
員
は
減
給

一
〇
分
の
一
・
三
ヶ
月
。 

平
成
九
年
に
カ
ラ
出
張
問
題
が

発
覚
し
た
当
時
、
栗
田
知
事
の
側

近
で
あ
る
副
知
事
と
し
て
仕
え
、

再
び
公
金
の
不
正
流
用
問
題
が
明

ら
か
に
な
る
中
で
、
職
員
幹
部
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
者
と
し
て
、
自
ら

の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
考
え
が

あ
る
の
な
ら
ば
、
二
度
に
わ
た
る

不
正
の
責
任
を
取
っ
て
知
事
自
ら

辞
職
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
旭
信

昭
副
知
事
、
辻
岡
俊
三
代
表
監
査

委
員
は
、
自
ら
辞
職
す
る
べ
き
。 

厳
し
い
世
相
と
は
裏
腹
に
、
西

川
一
誠
知
事
に
支
給
さ
れ
る
冬
の

ボ
ー
ナ
ス
三
一
一
万
円
。
旭
信
昭

副
知
事
二
四
四
万
円
、
広
部
正
紘

教
育
長
二
一
二
万
九
〇
〇
〇
円
。

斉
藤
新
緑
県
会
議
長
二
一
七
万
七 

           

〇
〇
〇
円
、
県
議
一
八
六
万
六
〇

〇
〇
円
。
県
一
般
職
平
均
七
八
万

円
。
こ
れ
は
、『
平
成
最
大
の
下
げ

幅
で
あ
る
』
と
、
公
務
員
も
努
力

し
て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
が
、

一
〇
〇
億
円
の
県
債
を
発
行
し
て

ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
の
か
。 

不
況
の
中
で
職
を
失
い
、
食
べ

る
も
の
が
な
く
ス
ー
パ
ー
で
お
に

ぎ
り
二
個
を
盗
ん
だ
と
か
、
無
賃

乗
車
や
無
銭
飲
食
な
ど
一
万
円
以

下
の
万
引
き
で
さ
え
窃
盗
罪
で
逮

捕
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に
は
実
名
が

報
道
さ
れ
人
選
を
ダ
メ
に
す
る
ほ

ど
徹
底
的
に
処
分
さ
れ
る
。
今
回

の
不
正
経
理
に
よ
る
業
者
へ
の
現 

           

金
プ
ー
ル
は
公
金
流
出
そ
の
も
の
、

県
警
捜
査
も
役
人
に
は
甘
い
の
か
。 

 

カ
ラ
出
張
の
教
訓
が
全
く
生
か

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
今
回
の
不
正

経
理
問
題
に
対
し
、
県
議
会
は
全

員
協
議
会
を
開
き
、
警
察
当
局
に

調
査
を
さ
せ
る
な
ど
、
西
川
知
事

の
責
任
を
明
確
に
し
退
陣
を
迫
る

ほ
ど
厳
し
く
追
及
す
べ
き
だ
っ
た
。

理
事
者
と
議
会
は
車
の
両
輪
で
あ

っ
て
、
一
輪
車
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
県
民
の
負
託
に
応
え
、
議

員
各
位
は
談
合
し
て
は
な
ら
な
い
。 

県
警
は
昨
年
一
一
月
下
旬
に
も

調
査
結
果
を
公
表
す
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
一
体
ど
う
な
っ
た
の
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年 12 月 15 日付福井新聞広告 

福井県財務企画課が福井新聞に

広告掲載する費用 588,000 円。

年 2 回で 100 万円以上の出費。

いかにも、健全財政を装ってい

る広告だが、その中身は…！ 

 

公
費
が
貴
重
な
税
金
と

い
う
意
識
は
薄
く 

皆
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い 

処
分
な
ど 

「
屁
の
河
童
」 


